
我が国の経済協力（1/2）

経済協力
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出典：「JICA年報2001年度版」



我が国の経済協力（2/2）

研修員受入

専門家派遣
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開発調査
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（一般無償、水産無償、
緊急無償、文化無償）

（食糧援助、食糧増産援助）

二国間贈与 技術協力
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出典：「JICA年報2001年度版」



我が国ODA実績の推移（1950～2001年）

0

5,000

10,000

15,000

百万ドル 2001年 : 9,678百万ドル

1
9
5
0
ー

5
5
年

1
9
6
0
年

1
9
6
5
年

1
9
7
0
年

1
9
7
5
年

1
9
8
0
年

1
9
8
5
年

1
9
9
0
年

1
9
9
5
年

2
0
0
0
年

出典：「ODA白書2000年度版」、「JICA年報2001年度版」



我が国援助の歴史（1950～1970年代）
1953年 世界銀行から借款受ける(～1966年まで計8.6億ドル)
1954年 社団法人アジア協会設立

コロンボプランへの参加(10月6日＝国際協力の日)
1958年 円借款開始(インドに180億円)
1959年 外務省経済局に経済協力部設置（1962年に経済協力

局に改編）

1961年 海外経済協力基金(OECF)の設立
1962年 海外技術協力事業団(＝OTCA、JICAの前身)の設置
1964年 日本、OECDに加盟
1965年 青年海外協力隊の設立

1974年 国際協力事業団(JICA)の設立
1977年 第1次中期目標設定－ODA 5年間倍増意図表明



日本が最大の援助供与国
となっている国45カ国（1999年）



我が国二国間ODAの地域別配分
（2000年、支出純額ベース）
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DAC主要国のODA実績の推移
（1950～2001年）
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国際協力事業団の国内機関

北海道国際センター
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センター

横浜国際センター
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国際協力事業団の在外事務所
開発途上国



JICA事業（技術協力）の
地域別配分（2000年度）
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出典：「国際協力事業団年報 2001年度」

（実績：億円）



JICA事業（技術協力）の
分野別配分（2000年度）
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JICA形態別人数実績の推移
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